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アドビ、未来の働き方に関する調査を 8 カ国で実施 

不確実性の継続が企業のデジタル化やコラボレーションを促進 

 

※当資料は、2022 年 9 月 29 日に米国本社から発表されたプレスリリースの抄訳を基にしています。 

 

【2022年 10月 5日】 

アドビ（Nasdaq:ADBE）（本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、以下アドビ）は、第 2 回となる未
来の働き方に関するグローバル調査を実施し、働き方の変化に関する調査結果を発表しました。今
回の調査では、70 ％以上の管理職と従業員が職場での変化が普遍的なものであるという認識を持っ
ていることが明らかになりました。また、従業員は生産性を維持するためだけでなく、不確実な時
代において安心感を得るためにもデジタルツールを信頼するようになっていることが判明しまし
た。 
 
今回の調査で明らかになった主な結果は以下の通りです。 
 
グローバルの結果 

• 70％以上の管理職と従業員が、職場での変化が普遍的なものになってきていることに同意 

• 70％以上の従業員で、就業時間内でのニュース視聴が増加。さらに、75％の従業員が、ニュー
ス速報が数時間にわたって自身の生産性に影響を及ぼすと回答 

• 従業員はパーパス・ドリブンな企業文化へ高い期待を持つ一方で、共同作業と安心感を得るた
めにワーク・テクノロジーに依存 
 

日本に絞った結果 

• 中小企業のリーダーと従業員にとって、仕事全般、日々の業務、ワークライフバランスに対す
る満足度はいずれも 50%を下回り、対象国の中で最下位の結果となった 

• 中小企業のリーダーの 50％が、毎日の勤務時間に柔軟性を求めており、対象国の中ではインド
と共に最も多い数字となった。また、従業員の 42%が、有給休暇の取得や毎日の勤務時間に更
なる柔軟性を求めている 

• 企業文化や目的（パーパス）に関する項目では、49％の従業員が雇用者と共通の価値観を持っ
ていると答え、54％が企業文化と彼らの価値観が一致していると回答した。また、58％の従業
員が目的意識を持って仕事をこなしていると回答したが、いずれの項目においても対象国の中
で一番低い結果となった 

 

https://news.adobe.com/news/news-details/2022/Adobe-Future-of-Time-Study-Continued-Uncertainty-Motivates-Businesses-to-Increase-Digitization-Collaboration/default.aspx
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アドビの Document Cloudバイスプレジデントのトッド ガーバー（Todd Gerber）は次のように述べ
ています。 

「いずれの規模の企業も、従業員のウェルビーイングや生産性への度重なる影響に加え、大きな不
確かさという問題に絶えず取り組んでいます。マクロ経済の変化に対応するには、組織がデジタル
テクノロジーへの戦略的投資を最優先にする必要があります。これには従業員のより高い生産性と
共同作業、更にはイノベーションを可能とする Document Cloudのような最新の生産性やワークフロ
ーのためのツールが含まれます。」 
 
アドビの実施した「未来の働き方に関する調査：不確実な時代における生産性の再定義」は、8 つ
のグローバルマーケットの 9,700人以上の従業員、大企業管理職、中小企業のリーダーを対象に、
不確実性が従業員の生産性、共同作業、イノベーションにどう影響するのかについて包括的に調査
を行ったものです。経済的不安定さ、気候変動、新型コロナウイルスの変異株による影響が、その
地域特有の問題に加わる主要な国際的懸念事項の一部として浮かび上がりました。 
 
続く不確実性を背景に、管理職と従業員の 70％が一年前と比べて職場でニュース報道に触れ、それ
について話をしたりすることにより多くの時間を費やしていることが報告されています。また従業
員の 76％が、最新ニュースの出来事が数時間にわたって生活に影響を与えることがあると語ってい
ます。この不確実性は X世代の 79％、団塊の世代以上の 71％を含む全従業員の効率と生産性を低下
させており、そのうち Z世代（93％）とミレニアル世代（87％）はその上の世代と比べより強く影
響を受けていることがわかりました。 
 
ただし現在は大部分の従業員（58％）が見通しのきかない時代において、仕事をありがたい気晴ら
しであると見ています。規模を問わずどの企業も新しいクリエイティブな方法でデジタルツールを
活用し、従業員の雇用とサポートを革新的に行っており、従業員が意欲的に今後の仕事を共創し、
転機をもたらすプロジェクトに繋げたいと考えています。またほとんどの従業員が、不確実性によ
って、新しいプロセスやクリエイティブな問題解決法の利用など、自身の立場でイノベーションを
起こすことが必要とされるようになったと回答しています。同時に 4人に 1人は経営者に対して、
新しいプロセスを実験する機会の提供を通じたイノベーションを、来年中に行うことを期待してい
ます。 
 

テクノロジーが不確実性に対する更なるコラボレーションとイノベーションの機会を創出 

持続する職場の不確実性がイノベーションを加速させる一方で、絶え間なく変化する世界での競争
力とレジリエンスを向上させるため、企業は旧式のプロセスを置き換えています。 
 

• 3 分の 1以上の大企業の管理職が、過去数年間の不確かな時代に従業員をサポートするため
新たなテクノロジーへの投資を行いました。    
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• 圧倒的多数（84％）の管理職が職場で起きたイノベーションのベネフィットを少なくともひ
とつは見つけています。このなかには作業効率への効果（中小企業で 62％、大企業管理職
で 66％）、職場の文化への効果（中小企業で 58％、大企業管理職で 63％）などがあり、ワ
ークライフバランスの向上が多数から挙げられました（中小企業で 31％、大企業管理職で
34％）。  

 
従業員が職場に最新テクノロジーとウェルビーイングへのサポートを要望  

不確実性が変わらないなかで、従業員は現在、最新テクノロジーとウェルビーイングへ投資する会
社でパーパス志向の働き方をすることを求めています。 

• 多くのリーダーや従業員（従業員の 56％、中小企業リーダーの 63％、大企業管理職の
71％）が 1年前に比べてパーパス・ドリブンな企業文化に強く期待するようになり、更に自
身の作業環境を積極的に形作っている従業員ほど満足している傾向があります。  

• 管理職の 3分の 2 以上が、自身の組織について、翌年はこれまで以上に更にコラボレーティ
ブなものになり（中小企業で 69％、大企業で 76％）、デジタル化が進み（中小企業で
71％、大企業で 81％）、それらが従業員と企業の両者にとって将来の不確実性の舵取りに役
立つことになると回答しています。   

• 10人に 7人近くの管理職と従業員が、職場での安心感を得るため、集中できないときに生産
性を維持するため、同僚が突然休まなければならないときに仕事を完了させるストレスを軽
減するために、デジタルツールを利用しています。しかし、大企業の管理職（68％）と中小
企業のリーダー（59％）が、不確実な時代に従業員をサポートするためのツールとリソース
がもっと必要であると回答しています。 

• 70％以上の従業員と管理職が、デジタルソリューションは職場での関係性を強化し向上させ
ていると回答しています。このなかには管理職がウェルビーイング処理を円滑に進めるため
のサポートや、従業員とリーダー間のフィードバックの容易化、また従業員間のコラボレー
ションを育むといったことが含まれます。 

 
医薬品の発明、開発、商業化を行う大手バイオテクノロジー企業であるリジェネロン社のアプリケ
ーションサービス＆インテリジェントオートメーション部門グローバルヘッドであるジャイ グラテ
ィ（Jai Gulati）氏は次のように述べています。 

「最適なプロセスを創出し、正しいテクノロジーを使用することは、新時代のハイブリッドなワー
ク＆ライフにおいて、科学者から消費者まですべての人々をサポートするためのものでなければな
りません。例えば、私たちは社内の効率向上のため Adobe Acrobat Sign などのデジタルソリューショ
ンを活用していますが、より重要なことは、文書署名者のためのエクスペリエンスを向上させるこ
とであり、彼らが迅速かつ簡単でタッチレスな記録の取扱いをできるようにすることです。」 
 
アドビの Document Cloud は、あらゆる規模の個人と企業に古いプロセスから最新の効率的なデジタ
ル・エクスペリエンスへの変換ツールを提供しています。Document Cloud には、Adobe Acrobat、



 

 

4 
 

Adobe Acrobat Sign、および Acrobat Reader や Adobe Scan といったパワフルなコンパニオン・モバイ
ルアプリが含まれています。Adobe Acrobat は世界最高にして最も信頼された PDF ソリューションで
あり、内蔵のマイクロソフトや G-Suiteアプリと同様に、人々がデスクトップ、モバイル、オンライ
ンプラットフォームのどこからでも仕事を成し遂げることを実現します。Adobe Acrobat Sign は、誰
もがどのデバイスからでも文書にサインをして送信できる主要な電子サインソリューションです。 
 
アドビ の「未来の働き方に関する調査：不確実な時代における生産性の再定義」はこちらからダウ
ンロードできます。 
 
調査方法 

2022 年 8月、アドビは 8つのグローバルマーケット（アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、オ
ーストラリア・ニュージーランド、日本、およびインド）から、1,400人の大企業管理職、3,500人
の大企業従業員、1,400人の中小企業リーダー、3,503 人の中小企業従業員を代表サンプルとして 20

分間のオンライン調査を実施しました。この調査では世界規模での不確実性と変化（世界的および
職場における、予定外のニュースや事象の発生と定義）が組織の生産性、職場環境、イノベーショ
ンにどのような影響を与えているかについて質問を行いました。 
 
 
「アドビ」について  

アドビは、「世界を動かすデジタル体験を」をミッションとして、3つのクラウドソリューション
で、優れた顧客体験を提供できるよう企業・個人のお客様を支援しています。Creative Cloudは、写
真、デザイン、ビデオ、web、UX などのための 20以上の デスクトップアプリやモバイルアプリ、
サービスを提供しています。Document Cloudでは、デジタル文書の作成、編集、共有、スキャン、
署名が簡単にでき、デバイスに関わらず文書のやり取りと共同作業が安全に行えます。Experience 

Cloudは、コンテンツ管理、パーソナライゼーション、データ分析、コマースに対し、顧客ロイヤ
ルティおよび企業の長期的な成功を推進する優れた顧客体験の提供を支援しています。これら製
品、サービスの多くで、アドビの人工知能（AI）と機械学習のプラットフォームである Adobe Sensei

を活用しています。 
 
アドビ株式会社は米 Adobe Inc.の日本法人です。日本市場においては、人々の創造性を解放するデジ
タルトランスフォーメーションを推進するため、「心、おどる、デジタル」というビジョンのも
と、心にひびく、社会がつながる、幸せなデジタル社会の実現を目指します。 
 
アドビに関する詳細な情報は、webサイト（https://www.adobe.com/jp/about-adobe.html）をご覧くだ
さい。 
 
© 2022 Adobe. All rights reserved. Adobe and the Adobe logo are either registered trademarks or trademarks 
of Adobe in the United States and/or other countries. All other trademarks are the property of their respective 
owners. 
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